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平
成
19
年
度 

第
２
回 

定
例
班
長
会
議
議
事
録  

   

５
月
12
日
（土
）午
後
7
時 

 (

出
席
者
25
名 

欠
席
者
1
名) 

 

１
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に
つ
い
て 

・
当
日
の
段
取
り
及
び
役
割
分
担
を 

 

決
め
ま
し
た
。（
林
班
長
よ
り
） 

 

２
、
幹
線
道
路
清
掃
と
自
治
会
館
の
清 

掃
に
つ
い
て
（菅
野
班
長
よ
り
） 

・
当
日
、
袋
、
車
両
２
台
（
田
生
氏
、 

 

井
上
氏
が
提
供
）
を
準
備
す
る
。 

・
幹
線
道
路
清
掃
の
班
別
分
担
表
を 

  

文
書
係
が
作
成
し
各
班
長
に
配
付 

す
る
。 

・
幹
線
道
路
清
掃
終
了
後
、
は
ら
ト
ピ
ア
の
ワ
ッ
ク
ス
掛
け 

の
手
伝
い
を
実
施
。 

※
雨
天
の
場
合
、
連
絡
網
を
作
成
し
６
月
の
班
長
会
議
で
配

布
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。 

 

３
、
個
人
情
報
保
護
に
伴
う
上
志
津
原
町
会
住
民
調
査
書
に

つ
い
て
（
大
内
町
会
長
よ
り
説
明
） 

・
転
入
者
の
住
民
調
査
は
従
前
ど
お
り
調
査
書
に
記
入
し
提

出
。
但
し
記
入
内
容
は
本
人
に
一
任
す
る
。 

・
班
長
は
取
扱
に
は
十
分
注
意
す
る
と
共
に
最
新
の
調
査
書

の
み
の
保
管
と
し
、
古
い
も
の
は
破
棄
す
る
事
。 

４
、
上
期
街
灯
補
助
金
申
請
受
付
に
つ
い
て 

 

（
斉
藤
副
町
会
長
よ
り
説
明
） 

①
新
規
取
付
け
（
２
箇
所
）
…
原
１
班
、
八
紘
苑
下(

済) 

②
修
繕
（
１
箇
所
）
…
…
…
…
10
組
（
済
） 

 

【
連
絡
事
項
】 

 

①
転
出･

転
入
が
あ
っ
た
場
合
、
班
長
か
ら
町
会
長
に
必
ず

報
告
す
る
こ
と
。 

 
 

②
盆
踊
り
の
練
習
日
に
つ
い
て
早
急
に
八
嶋
副
町
会
長
に

連
絡
い
た
だ
き
た
い
。              

・
・
・
以
上 

  

平
成
19
年
度 

第
３
回 

定
例
班
長
会
議
議
事
録 

平
成
19
年
６
月
２
日
（土
）午
後
７
時 

                   (

出
席
者
25
名 

欠
席
者
１
名) 

 １
、
６
月
３
日
の
幹
線
道
路
除

草
作
業
に
つ
い
て（
環
境

衛
生
係
） 

・
収
集
袋
（
各
種
）
の
足
り

な
い
班
は
申
し
出
る
事 

・袋
が
不
足
し
た
ら
燃
や
せ

る
ゴ
ミ
の
袋
に
草
類
を
入

れ
て
も
よ
い
。 

・
残
っ
た
袋
は
返
却
し
、
９

月
に
使
用
す
る 

・土
砂
類
は
水
を
切
っ
て
か

ら
土
嚢
袋
に
入
れ
る
事
。 

（
市
役
所
で
持
っ
て
行

っ
て
く
れ
な
い
） 

 

２
、
自
治
会
館
清
掃
に
つ
い
て 

・
自
治
会
館
運
営
委
員
の
指
示
に
従
い
実
施 

・
雑
巾
ま
た
は
古
タ
オ
ル
を
各
自
２
枚
持
参
す
る
こ
と
。 

 

３
、
会
計
よ
り
報
告 

①
寄
付
金
及
び
消
防
後
援
費
の
支
出
に
つ
い
て 

・
赤
十
字
関
係 

…
26
万
円
、
社
会
福
祉
関
係
…
26
万
円 

 

・
消
防
団
後
援
費
（
上
期
分
）
＝
24
万
２
千
800
円 

 

以
上
は
共
に
町
会
会
計
で
予
算
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、６

月
に
支
払
う
予
定
。（
完
了
し
ま
し
た
） 

②
町
会
費
２
期
分
（
７
・
８
・
９
月
分
）
集
金
に
つ
い
て 

・
集
金
後
、
７
月
の
定
例
班
長
会
議
で
会
計
へ
納
金
す
る
。 

 

４
、
盆
踊
り
大
会
に
つ
い
て
（
盆
踊
り
実
行
委
員
会
） 

①
練
習
日
…
…
…
７
月
14
日
（土
）・
20
日
（金
） 

（※
時
刻
＝
６
時
半
〜
８
時
半 

は
ら
ト
ピ
ア
に
て
） 

②
櫓
設
営
日
…
…
７
月
22
日
（日
） 

午
前
８
時
〜 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

来
て
ね
！ 

 

 

④
櫓
撤
収
日
…
…
７
月
29
日
（日
） 

午
前
８
時
〜 

 

・
当
日
の
進
行
及
び
役
割
分
担
は
７
月
の
定
例
班
長
会
議
で
決

定
。 

・
櫓
設
営
お
よ
び
撤
収
日
の
応
援
を
来
年
度
班
長
さ
ん
に
お
願

い
し
、参
加
者
名
簿
に
記
載
し
て
７
月
の
班
長
会
議
に
提
出
。

（
盆
踊
り
当
日
の
次
期
班
長
の
出
席
は
強
要
し
な
い
） 

・
設
営
日
が
雨
の
場
合
の
取
り
扱
い
は
大
久
保
氏
と
相
談
し
、

連
絡
網
で
周
知
す
る
。 

・
盆
踊
り
当
日
、
班
長
は
出
来
る
限
り
家
族
で
参
加
す
る
。 

◎
盆
踊
り
の
案
内
に
つ
い
て
は
、
後
日
回
覧
板
を
回
し
ま
す
。 

 

５
、
集
合
住
宅
建
設
に
対
す
る
住
民
説
明
会
の
報
告 

…
町
会
長
よ
り
（
説
明
会ﾉ

記
事
は
下
段
に
掲
載
） 

・
６
棟
建
設
、
来
年
（
平
成
20
年
）
２
月
竣
工
予
定
。 

・
建
設
に
伴
う
道
路
拡
幅
工
事
を
開
始
。 

 

６
、
そ
の
他
連
絡
事
項
…
八
嶋
副
町
会
長
よ
り 

◆
訃
報
に
つ
い
て 

・
家
族
が
死
亡
し
た
際
の
訃
報
回
覧
は
要
請
が
あ
れ
ば
行
う
が
、

物
故
者
が
町
会
内
に
居
住
の
方
か
、他
の
市
町
村
に
居
住
の

方
か
を
確
認
し
副
町
会
長
に
連
絡
す
る
こ
と
。 

…
以
上 

      

平
成
19
年
度 

第
１
回
定
例
班
長
会
議
議
事
録
か
ら
抜
粋 

 ※
訃
報
の
連
絡
方
法
に
つ
い
て
（
大
内
町
会
長
よ
り
報
告
） 

・
当
該
班
の
班
長
が
訃
報
を
３
部
作
成
し
、
直
ち
に
当
該
地
区

の
副
会
長
に
届
け
る
。 

・
訃
報
を
受
け
た
副
会
長
は
、
他
の
２
人
の
副
会
長
に
各
１

部
宛
て
届
け
る
。 

・
そ
れ
ぞ
れ
の
副
会
長
は
、
当
該
地
区
の
回
覧
板
の
ル
ー
ト

数
を
コ
ピ
ー
し
当
該
地
区
の
全
班
長
に
届
け
る
。 

・
班
長
は
至
急
扱
い
で
直
ち
に
回
覧
を
回
す 

▼
尚
、
こ
う
し
た
緊
急
時
に
備
え
て
、
町
会
長
・
副
会
長

宅
の
地
図
を
作
成
し
、
５
月
の
定
例
班
長
会
議
で
各
班

長
に
配
布
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

・
・
・
以
上 

        ※
本
物
件
の
説
明
会
は
昨
年
12
月
17
日
に
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
一
部
未
確
認
事
項
（排
水
経
路
）が
あ
り
、
着
工

前
に
再
度
説
明
会
を
開
く
約
束
に
し
て
い
た
も
の
で
す
。 

 

▼
そ
の
排
水
経
路
問
題
は
、
「側
溝
縦
断
図
」を
示
し
な
が
ら

次
の
回
答
が
あ
り
住
民
の
皆
さ
ん
も
納
得
し
ま
し
た
。  

①
放
流
先
で
あ
る
県
道
の
方
が
高
く
逆
勾
配
に
な
っ
て
い
る 

②
従
っ
て
県
道
に
向
か
っ
て
敷
設
す
る
側
溝
は
、
逆
勾
配
に
な

ら
な
い
様
「流
底
調
整
」し
、
３
／
1000
の
順
勾
配
に
す
る 

 
 

（県
道
に
近
付
く
ほ
ど
、
側
溝
が
深
く
な
っ
て
い
き
ま
す
） 

③
つ
な
ぎ
込
む
県
道
の
側
溝
も
、
合
流
点
か
ら
下
流
側
に
約

20
ｍ
の
区
間
を
改
修
す
る
（県
道
の
側
溝
も
深
く
す
る
） 

 

▼
こ
の
他
に
「車
両
搬
入
経
路
」を
新
た
に
敷
設
す
る
事
や
、

作
業
時
間
、
安
全
に
関
す
る
問
題
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、

概
ね
平
穏
に
終
了
し
ま
し
た
。 

尚
、「
原
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
は
」
一
連
の
説
明
会
や
個

別
折
衝
に
お
い
て
「
約
束
し

た
事
」「
合
意
し
た
事
」
を

取
り
ま
と
め
、「
覚
書
」
と

し
て
大
東
建
託
㈱
に
発
送

し
て
あ
り
ま
す
。
双
方
の
認

識
に
不
一
致
が
あ
っ
て
は

ト
ラ
ブ
ル
の
本
に
な
り
か

ね
な
い
か
ら
で
す
。 

(

原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会) 

集
合
住
宅
建
設
説
明
会
開
催 

・物
件
の
場
所
＝
斉
藤
石
油
裏 

・施
工
者
＝
大
東
建
託
㈱ 

・開
催
日
＝
５
月
27
日
（日
）  

・場
所
＝
「は
ら
ト
ピ
ア
」 

４
月
号
に
第
１
回
班
長
会
議
の
議
事
録
を
載
せ
ま
し

た
が
、
紙
面
の
都
合
で
議
事
の
詳
細
を
省
略
し
ま
し

た
。
今
号
に
そ
の
時
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。 

③
盆
踊
り
大
会
…
７
月
27
日
（
金
） 

 
  

〃 
 

…
７
月
28
日
（
土
） 
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５月２０日 日曜日 前日の雷雨もウソ
の様な五月晴の中、６３名の老若男女の
方々がグランドゴルフを楽しみました。 
途中から北風が強くなり、スコアーメーク
に苦しみながらも、６本のホールインワン
が出る程の盛況ぶりでした。 

 今年のスポーツ係４名
が、４名とも「グランド
ゴルフ」というものが未
経験であり、大会進行も
戸惑うばかりでしたが、
各班長さん・参加者の皆

様のご協力のお陰で無事 
終了することが出来ました。ありがとうご
ざいました。 
 尚、伊藤弘夫様より、ご寄付を頂き、商
品の一部とさせていただきました。 
…スポーツ大会実行委員…  林 いづみ 

・個人成績・ 
 

１位 畠山  勲さん 
２位 伊藤 弘夫さん 
   盛田  武さん 
４位 朝吹 克子さん 
５位 鈴木 敏子さん 
６位 鈴木 正二さん 
   迫   弘美さん 
   山元美保子さん 
９位 松田   肇さん 
   佐々木礼子さん 
 
ホールインワン賞 
   柳澤 芳枝さん 
   島田 光夫さん 
   鎌田 広之さん 
   迫   弘美さん 
      盛田 桂子さん 
   迫    惇さん 

おめでとうございます 

こうして大会は楽し

く、無事終了しました。

班長の皆様ご苦労様で

した。 

お兄ちゃんのは 
あっちの方よ 

アレッ！ 

優勝賞金1億円！ 
おめでとうございます 

ホールインワン達成の皆さん 

いい方向だわ！ 

ワッ 大きい！ ホワーッ！ 

前日のグランド整備風景 
フェアープレイ精神
でお願いしまぁ～す 

ラジオ体操 イッチ！ニッ！サン！ 

入れば「バーディ」だわ 

 

上手い！ 



№ 3               上志津原たより                           第 ３４１号            

幹
線
道
路
除
草
作
業
の
御
礼 

環
境
衛
生
係 

河
野 

澄
美
枝 

 
本
年
度
第
一
回
幹
線
道
路
除
草
作
業
が
、
六
月
三
日
ま
あ

ま
あ
の
天
気
の
中
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
会
の
皆
様

小
・中
学
生
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
頂
き
、
会
長
始
め
班
長

の
皆
様
の
協
力
で
事
故
怪
我
人
も
な
く
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
町
内
会
の
皆
様
、
小
・中
学
生
の
皆
さ
ん
ご

苦
労
様
で
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

た
だ
残
念
な
こ

と
に
、
土
砂
と
云

う
よ
り
虫
も
入
っ

た
泥
水
（ヘ
ド
ロ
状
）

が
、
草
刈
り
用
の

袋
に
入
れ
ら
れ
た

り
、
水
切
り
を
し

な
い
ま
ま
土
の
う

袋
に
入
れ
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
入
れ
替
え
作

業
と
持
ち
上
げ
下

げ
が
困
難
な
程
の

量
を
詰
め
込
め
ら

れ
た
り
と
、
こ
れ
も
ま
た
作
業
の
や
り
直
し
で
し
た
。
他
に

タ
イ
ヤ
自
転
車
傘
等
々
、
色
ん
な
物
が
あ
り
常
識
を
は
ず
れ

て
い
る
や
り
方
に
は
、
今
後
順
が
回
っ
て
来
る
班
長
・役
職
に

つ
い
た
時
を
思
え
ば
こ
の
様
な
こ
と
は
し
て
ほ
し
く
な
い
と

誰
も
が
思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！ 

 

き
れ
い
に
刈
ら
れ
た
幹
線
道
路
の
歩
道
を
見
な
が
ら
思
い

ま
し
た
。
他
の
一
方
で
は
前
記
に
書
き
ま
し
た
事
あ
え
て
皆

様
に
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
第
二
回
九
月
二
日
は
（
雨

天
九
日
）良
い
報
告
だ
け
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
御
協

力
お
願
い
し
ま
す
。 

自
治
会
館
運
営
委
員
会
の
方
へ
、
少
な
い
人
数
し
か
お
手
伝 

い
出
来
な
か
っ
た
事

お
詫
び
致
し
ま
す
。

又
、
前
役
職
、
班
長
さ

ん
、
再
三
の
確
認
の

度
に
教
え
て
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

環
境
衛
生
係
よ
り 

 

一
年
生
歓
迎
会
と
浄
化
作
業 

子
供
会
副
会
長 

本
名 

真
弓 

 
 

４
月
22
日
、
は
ら
ト
ピ
ア
で
、
一
年
生
歓
迎
会
を
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
み
ん
な
で
外
で
遊
び
ま
し
た
。
高
学
年
と
低
学
年
で

ペ
ア
を
組
み
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
色
々
な
遊
び
を
し
ま
し
た
。

高
学
年
の
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
達
が
低
学
年
の
子
達
の

面
倒
を
み
て
、
優
し
く
接
し
て
く
れ
て
、
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
高
学
年
の
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
。 

最
後
は
、
ト
ピ
ア
内
で
、
景
品
や
お
菓
子
を
配
り
、
一
年
生

に
は
、プ
レ
ゼ
ン
ト
を

渡
し
ま
し
た
。み
ん
な

で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。 

 
 
 
 

 
そ
し
て
、６
月
３
日

は
、子
供
会
の
浄
化
作

業
で
す
。登
校
班
ご
と

に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ

場
所
を
分
担
し
て
、み

ん
な
で
ゴ
ミ
拾
い
を

し
ま
し
た
。天
気
が
良

く
暑
い
中
、
み
ん
な 

一
生
懸
命
ゴ
ミ
拾
い

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ゴ
ミ
拾
い
を
し
て 

い
て
思
っ
た
の
が
、た
ば
こ

の
吸
い
殻
と
空
き
缶
が
、す

ご
く
多
か
っ
た
事
で
す
。 

１
時
間
歩
い
て
ゴ
ミ
を
拾

っ
た
あ
と
、公
民
館
に
集
合

し
て
、浄
化
作
業
に
協
力
し

て
く
れ
た
子
供
達
に
、ジ
ュ

ー
ス
を
配
り
ま
し
た
。 

浄
化
作
業
に
、保
護
者
の

方
も
、何
名
か
協
力
し
て
く

れ
ま
し
た
。暑
い
中
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

一
寸

ち
ょ
っ
と

一
服

い
っ
ぷ
く 

し
ま
せ
ん
か 

 徳川
家
康
は
、
信
長
、
秀
吉
の
い
な
く

な
っ
た
天
下
を
と
り
、
二
人
の
妻
と
十
五

人
の
妾
に
十
六
人
の
子
供
を
生
ま
せ
、
悠
々
と
七
十
五
年
の

人
生
を
過
ご
し
た
。 

織
田
が
搗
（
つ
）
き 

羽
柴
が
こ
ね
し
天
下
餅 

 
 

す
わ
り
し
ま
ま
に 

喰
う
は
徳
川 

「辛
抱
が
勝
ち
」「長
生
き
も
芸
の
う
ち
」と
い
っ
た
意
味
を

こ
め
て
、
江
戸
の
庶
民
は
川
柳
に
詠
ん
で
い
る
が
、
家
康
ほ
ど

的
確
に
保
健
衛
生
学
と
い
う
も
の
を
と
ら
え
、
意
識
的
に
健
康

管
理
を
し
た
武
将
は
い
な
い
。 

 

家
康
は
自
分
の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
、
一
食
一
飲
も
お

ろ
そ
か
に
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
摂
生
、
節
制
を
自
ら
に
課
し
て
い

る
。
生
涯
を
粗
衣
粗
食
に
貫
き
、
い
つ
も
麦
飯
に
焼
き
味
噌
と

い
う
つ
つ
ま
し
い
食
事
だ
っ
た
。
特
に
旬
の
も
の
に
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
ビ
タ
ミ
ン
類
、
ミ
ネ
ラ
ル
類
、
そ
し
て
酵

素
が
多
い
。
旬
の
野
菜
な
ど
を
毎
日
味
噌
汁
で
と
っ
て
い
れ
ば
、

長
生
き
に
欠
か
せ
な
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
酵
素
は
補
給
さ
れ
る
。 

 

幼
い
頃
か
ら
十
四
年
間
人
質
と
し
て
辛
い
生
活
を
送
っ
た
家

康
が
、
生
き
る
こ
と
に
対
す
る
執
着
と
と
も
に
、
健
康
管
理
に

細
心
の
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
っ
た
の
も
う
な
ず
け
る
。
乗

馬
、
水
泳
、
鷹
狩
り
な
ど
、
ど
れ
も
家
康
に
と
っ
て
は
す
べ
て

体
力
を
養
う
健
康
法
で
あ
る
。 

 

又
、
当
時
流
行
し
て
い
た
健
康
法
を
も
う
一
つ
。 

＊
「茶
の
湯
」 

愛
飲
し
た
茶
は
、
「抹
茶
」。 

お
茶
は
飲
む
だ
け
で
は
な
く
、
茶
の
湯
と
い
う
芸
術
そ
の

も
の
健
康
法
と
し
て
生
か
し
て
い
た
。
鎮
静
作
用
と
疲
労

回
復
、
気
分
転
換
、
つ
ま
り
は
ス
ト
レ
ス
の
解
消
で
あ
る
。 

＊
最
後
に
家
康
に
不
養
生
と
い
う
言

葉
は
無
縁
な
の
だ
ろ
う
か
。
酒
は

ど
う
だ
っ
た
ろ
う
？ 

百
薬
の
長
と
し
て
の
酒
は
愛
し
た

が
、
け
っ
し
て
人
生
の
友
と
は
し

な
か
っ
た
様
で
す
。 

＊
俺
に
は
で
き
ね
え 

 
「な
あ
酒
よ
！
」  

・・・吉
幾
三 

お
し
ま
い 

Ｍ
・Ｍ 

 

し
か
っ
て
も 

安
心
与
え
る 

 数
年
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
５
月
の
あ
る
日
、
夕
方
遅
く

に
１
年
生
の
お
母
さ
ん
が
学
童
保
育
に
や
っ
て
き
た
。
家
庭

訪
問
で
担
任
の
先
生
か
ら
、
い
か
に
息
子
が
悪
い
子
か
を

散
々
聞
か
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
も
そ
う
な
の
か
と
尋
ね

る
。
声
が
震
え
て
い
た
。  

実
際
、息
子
は
大
変
な
子
だ
っ
た
。

あ
え
て
人
を
怒
ら
せ
る
言
動
で
、周

囲
と
よ
く
ぶ
つ
か
り
、ど
こ
ま
で
も

突
っ
張
り
、
う
そ
ぶ
き
、
平
然
さ
を

装
う
。
大
人
の
注
意
や
叱
責
に
も

「
は
あ
？
」「
だ
か
ら
？
」「
悪
い
？
」

と
、
と
こ
と
ん
開
き
直
る
。
な
ぜ
こ

こ
ま
で
虚
勢
を
張
っ
て
し
ま
う
の

か
気
に
な
る
子
だ
っ
た
。 

私
は
お
母
さ
ん
に
言
っ
た
。
確
か
に
大
変
で
し
か
ら
れ
る

こ
と
ば
か
り
す
る
が
、
ま
だ
１
年
生
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
。
子
供
な
の
だ
か
ら
、
迷
惑
を
か
け
た
り
か
け
ら
れ
た
り

す
る
体
験
の
中
で
、
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
い
け
ば
い
い
と
思

っ
て
い
る
―
。
長
い
話
し
合
い
の
末
、
お
母
さ
ん
の
顔
に
笑

顔
が
戻
っ
た
。 

 

一
生
懸
命
に
伝
え
た
言
葉
は
、
私
の
決
意
で
も
あ
っ
た
。

彼
と
付
き
合
う
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
、
背
後
に
は
大

人
を
信
頼
で
き
な
い
成
育
史
が
あ
っ
た
。
私
も
傷
つ
き
悩
ん

だ
。 

少
し
ず
つ
「
お
れ
の
こ
と
を
見
て
ほ
し
い
、
か
ま
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
彼
の
気
持
ち
が
見
え
て
き
た
。
悪
さ
を
繰
り
返

し
、
し
か
ら
れ
な
が
ら
も
、
見
放
さ
れ
な
い
こ
と
で
安
心
感

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
彼
は
学
童
保
育
が
大
好

き
に
な
っ
た
。 

 

「
あ
そ
こ
に
は
父
親
が
い
な
い
か
ら
」
な
ど
と
家
庭
に
勝

手
に
原
因
を
求
め
て
、
時
に
責
め
る
風
潮
が
あ
る
。
で
も
、

そ
れ
で
は
私
た
ち
の
仕
事
は
成
り
立
た
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な

家
庭
事
情
の
中
で
親
も
子
も
生
き
て
い
る
。
そ
の
当
た
り
前

の
事
実
に
寄
り
添
っ
て
い
く
し
か
な
い
。 

（
さ
い
た
ま
市
見
沼
小
学
童
保
育
指
導
員
） 



№ 4               上志津原たより                           第 ３４１号            
 

携
帯
電
話 

ト
ラ
ブ
ル
情
報 

 
 

携
帯
電
話
の
迷
惑
メ
ー
ル
が
、
社
会
問
題
と
な
り
、
国
会
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
た
新
た
な
手
口
の
迷
惑

電
話
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

以
下
は
、
『サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』か
ら
の
情
報
で
す
。
的
確

に
対
処
し
て
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

携
帯
電
話
に
対
す
る
ト
ラ
ブ
ル
情
報 

１
、

概
要 

 

携
帯
電
話
に
見
知
ら
ぬ
電
話
番
号
（
一
般
加
入
電
話
番
号
）

が
着
信
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
電
話
番
号
に
か
け
直
し

た
と
こ
ろ
、
異
性
紹
介
の
案
内
や
ア
ダ
ル
ト
の
音
声
テ
ー
プ

が
流
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
後
、
業
者
か
ら
情
報
提
供

料
名
目
で
数
千
円
か
ら
数
万
円
単
位
の
金
額
が
請
求
さ
れ
る

と
い
っ
た
事
案
で
あ
る
。 

 

携
帯
電
話
の
着
信
履
歴
機
能
を
悪
用
し
た
も
の
で
、
発
信

元
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
出
会
い
系
の
紹
介
業
者
な
ど
で
あ

る
。
同
業
者
は
、
ラ
ン
ダ
ム
に
電
話
を
か
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
を
使
用
し
、
一
般
加
入
電
話
番
号
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し

た
携
帯
電
話
に
電
話
を
か
け
、
１
回
の
呼
び
出
し
（
１
コ
ー

ル
）
だ
け
で
切
っ
て
、
着
信
番
号
を
残
し
、
携
帯
電
話
利
用

者
に
そ
の
電
話
番
号
に
か
け
直
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後

日
、
情
報
料
名
目
で
高
額
な
料
金
を
請
求
す
る
と
い
っ
た
悪

質
な
も
の
で
あ
る
。 

 

２
、

対
応
策 

原
則
＝
知
ら
な
い
電
話
番
号
に
は
、
電
話
を
か
け
直
さ
な
い 

確
認
の
為
、
電
話
を
か
け
直
し
て
し
ま
っ
た
場
合
＝ 

相
手
が
出
会
い
系
業
者
（
テ
ー
プ
音
声
）
だ
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
電
話
を
切
る
。（
案
内
テ
ー
プ
に
従
っ
て
次
に
進
む
な

ど
、
電
話
を
利
用
し
な
い
。）  

業
者
か
ら
、
情
報
料
の
請
求
が
来
た
場
合
＝  

①
情
報
は
聞
い
て
い
な
い
の
で
、
支
払
う
意
思
が
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
明
確
に
示
す
。  

②
業
者
か
ら
、「
名
前
や
住
所
等
を
教
え
ろ
」
と
言
わ
れ
て
も

教
え
な
い
。  

③
低
額
料
金
に
ま
け
る
か
ら
払
え
と
言
わ
れ
て
も
払
わ
な
い
。  

④
脅
迫
ま
が
い
の
言
動
が
あ
っ
た
場
合
、
警
察
に
届
け
る
旨

で
対
抗
す
る
。  

⑤
実
際
に
、
脅
迫
を
受
け
た
場
合
な
ど
は
、
速
や
か
に
警
察

に
届
け
出
る
。  

硬
い
文
章
で
す
が
、
簡
単
に
言
う
と
『
訳
の
分
か
ら
な
い
電

話
番
号
に
は
か
け
直
さ
な
い
』。
も
し
か
け
て
し
ま
っ
た
場
合

は
『
す
ぐ
電
話
を
切
る
』。 

そ
し
て
、
請
求
が
来
た
場
合
は
『
相
手
に
せ
ず
、
速
や
か
に

警
察
に
届
け
出
る
』。
以
上
の
よ
う
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。 

                                 
         

            
 

                              

                                      

編
集
後
記 

 

早
い
も
の
で
も
う
６
月
。
肩
か
ら
掛
け
て
い
た
バ

ッ
テ
リ
ー
み
た
い
な
携
帯
電
話
も
、
今
や
100
グ
ラ
ム

の
時
代
。
こ
の
小
さ
な
す
ぐ
れ
物
や
、
パ
ソ
コ
ン
等

で
世
の
中
が
見
れ
る
せ
い
か
、
新
聞
を
と
る
家
庭
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
と
話
を
聞
き
ま
す
。 

そ
ん
な
方
に
も
、
一
寸
気
に
な
る
『
原
た
よ
り
』

そ
ん
な
の
出
来
た
ら
い
い
ネ
。 

広
報
部
長 

三
井 

 
 
 

・・・お
知
ら
せ
・・・ 

転
入
…
上
志
津
原
へ
よ
う
こ
そ 

２ 

組 

東 
 

大
内 

眞
伍
さ
ん 

 

５
月 

 
 

〃 
 
 
 

安
藤 

健
太
さ
ん 

 

５
月 

所
属
班
未
定 

 

實
川 

 

剛 

さ
ん 

 

６
月 

 

〃 
 
 
  

塩 
   
 

さ
ん   

６
月 

 

〃 
 
 
 

澤
田 

祐
二
さ
ん 

 

６
月 

所
属
班
未
定
の
３
名
は
八
紘
苑
の
横
に
で
き
た

新
団
地
に
入
居
さ
れ
た
方
々
で
す
。
尚
、
塩
さ

ん
の
お
名
前
は
確
認
が
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
次
号
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

子
供
会
よ
り 

廃
品
回
収
の
収
益
は
下
の

通
り
で
し
た
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

回収収益金 

３月 11,340円 
４月 18,820円 
５月 20,050円 
合計 50,210円 

 

上の作品は絵てがみサークル「あざみ」の代
表、清水峰子さんから寄せて頂きました。あ
りがとうございました。 

「原たより」のカラー版 
今号は清水さんの「絵てが

み」と言い「青バラ」と言い、「カ

ラーだったらなあ」という思い

の強い号になりました。 

左の記事の、「サントリーの

青バラ」と「ブルームーン」、ど

の程度青さが違うのか気にな

りますが、ホームページでバッ

チリ確認できますので是非開

いてみて下さい。今号は勿論、

３年間の「原たより」のカラー

版が揃っています。   

★ （検索キーワードは 

「上志津原」です） 

 

犬
の
糞
（ウ
ン
チ
）の
片
付
け
に
つ
い
て 

近
頃
「ふ
れ
あ
い
ど
お
り
」及
び
幹
線
道
路
の
歩
道

に
犬
の
ウ
ン
チ
を
平
気
で
そ
の
ま
ま
に
ほ
お
っ
て
行

く
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
ハ
エ
が
ブ
ン
ブ
ン
足
に
ま
と

わ
り
つ
き
ま
す
。
臭
い
も
し
ま
す
。 

 

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
と
か
・美
し
い
町
と
か

云
っ
て
も
、
こ
れ
で
は
ね
・・・犬
の
散
歩

の
方
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
下
さ
い
。 

お
願
い
し
ま
す
。 

Ｓ
・Ｙ 

＊ 青 い バ ラ ＊ 
 
「不可能なもの」。英和辞典で「青

いバラ」を引くと、こう定義されて

いる。昔から青いバラは育種家

の夢だったが、いくら交配を重ね

て挑戦しても失敗の連続。こうし

て「青いバラ」は「不可能」の代名

詞になったといわれる。 

  ところが、サントリーとオーストリアのバイオ企業が 90年代か

ら青いバラの共同開発に取り組み、04 年に成功した。最先端の

バイオテクノロジーで「不可能」を実現させた。 

 開発に携わったサントリー先端コア技術研究所の田中良和さ

んは「バラに新しい青い色素が加わり、将来はバラの色がもっと

多彩になることが期待される」と語る。     （朝日新聞より） 

 

＊元 バラ愛好家のツブヤキ＊ 
 

 今でも「青バラ」と言われている品種が幾つかはあります。そ

の代表が「ブルームーン」でしょう。（写真） 

30 年ほど前、20 種類程のバラを育

てていましたが、その中での「ブルー

ムーン」は色合いのコレクションとして

必須の品種でした。「青バラ」と言って

も正確には紫がかったピンク色だった

でしょうか。本来バラには青色色素が

無いのでこれが青さの限界だったか

も知れません。 

サントリー開発のバラはこれより確かに青く、遺伝子組み換え

技術で青色遺伝子を取り込んだ成果でしょう。（「パンジー」から）

将来「真っ青」なバラが出てくるかも知れません。でも…青々っ

てそんなに大騒ぎする事なんですかねえ。今の「ブルームーン」

だって十分綺麗だと思いますが。   （２組東班の物好きより） 


